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―

山
口
市
中
活
協
と
は

山
口
市
中
活
協
は
、
山
口
商
工
会
議

所
や
山
口
商
店
街
連
合
会
な
ど
で
組
織

さ
れ
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
、
推
進
に
当
た
り
山
口
市
と
協

議
を
行
い
、
新
た
な
施
策
の
方
向
性
等

を
提
言
す
る
組
織
で
す
。

―

山
口
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
り
組
み
は

平
成
19
年
5
月
に
国
か
ら
第
1
期
計

画
の
認
定
を
受
け
た
。
そ
の
と
き
に
掲

げ
た
の
が
、
①
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
、
②
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、
③
自
然

と
文
化
の
薫
る
ま
ち
―
の
創
造
。
期
間

は
平
成
25
年
3
月
ま
で
で
当
初
計
画
か

ら
1
年
延
長
し
て
行
っ
た
。

―

第
1
期
の
主
な
事
業
は

商
業
で
は
複
合
商
業
施
設
ど
う
も
ん

パ
ー
ク
と
マ
ル
シ
ェ
中
市
等
を
整
備

し
、
都
市
空
間
作
り
の
観
点
か
ら
は
中

心
市
街
地
を
貫
流
す
る
一
の
坂
川
周
辺

地
区
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
福
祉

や
利
便
性
の
向
上
と
し
て
子
育
て
支
援

の
拠
点
施
設
や
高
齢
者
向
け
の
ま
ち
の

駅
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
位
置

付
け
た
。
定
住
人
口
増
加
の
た
め
に
中

心
市
街
地
に
借
上
型
市
営
住
宅
の
整
備

を
行
い
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
位
置

付
け
た
。

―

第
2
期
計
画
と
進
ち
ょ
く
は

平
成
26
年
4
月
か
ら
平
成
31
年
3
月

ま
で
の
5
年
間
の
計
画
を
策
定
し
、
国

の
認
定
を
受
け
ス
タ
ー
ト
し
た
。
丸
3

年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
平
成

27
年
7
月
に
一
の
坂
川
交
通
交
流
広
場

が
オ
ー
プ
ン
し
、
同
年
12
月
に
は
店
舗

と
住
居
の
再
開
発
ビ
ル
「
リ
ュ
シ
オ
ル

中
市
」
が
完
成
し
た
。

空
き
店
舗
対
策
事
業
は
継
続
し
て
行

っ
て
お
り
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
も
商
店

街
と
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
街
づ
く
り
山

口
」
が
連
携
し
て
続
け
て
い
る
。
山
口

県
立
美
術
館
や
井
筒
屋
、
レ
ノ
フ
ァ
山

口
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
事
業
も
継
続
し
、
進
化
さ
せ
て

い
る
。

―

目
指
す
の
は

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
骨
子
と
し
、
①
ま
ち
に
来
る
人
を
増

や
し
楽
し
ん
で
も
ら
う
、
②
ま
ち
の
新

陳
代
謝
を
図
り
活
力
を
高
め
る
、
③
ま

ち
の
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
掲
げ

た
。
中
心
市
街
地
に
住
む
人
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
住
む

人
、
訪
れ
る
人
が
増
え
て
く
る
と
い
ろ

い
ろ
な
効
果
が
あ
る
。

市
民
に
中
心
市
街
地
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
情
報
提
供
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
毎
年
1
回
市
内
全
戸
に
向

け
て
約
7
万
部
発
行
す
る
広
報
誌
「
く

る
ー
ニ
ャ
ッ
!
や
ま
ぐ
ち
」
は
、
イ
ラ

ス
ト
や
漫
画
を
多
用
し
て
、
子
ど
も
に

も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

―

数
値
目
標
は

商
店
街
の
休
日
の
通
行
量
を
、
平
成

24
年
の
5
万
5
2
9
4
人
を
平
成
30
年

に
5
万
8
千
人
に
す
る
。
空
き
店
舗
数

を
、
平
成
25
年
の
45
店
舗
を
平
成
30
年

に
30
店
舗
に
す
る
。
居
住
人
口
の
社
会

増
減
と
し
て
平
成
20
年
か
ら
平
成
24
年

が
1
6
8
人
増
だ
っ
た
の
を
平
成
26
年

か
ら
平
成
30
年
で
2
5
0
人
増
や
す
。

居
住
人
口
に
つ
い
て
は
全
国
の
地
方
都

市
で
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
山
口
市
の

中
心
市
街
地
は
増
え
て
い
る
。
第
1
期

の
事
業
の
中
で
も
借
上
型
市
営
住
宅
制

度
な
ど
の
手
を
打
っ
て
き
た
の
で
、
一

定
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
。
第
2
期
は

民
間
活
力
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な

ど
で
増
や
し
て
い
き
た
い
。

―

力
点
を
置
く
事
業
は

第
2
期
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
が
重

要
。
山
口
市
の
中
心
市
街
地
は
密
集
市

街
地
で
道
路
が
狭
く
、
木
造
の
老
朽
家

屋
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え

に
建
て
替
え
促
進
が
で

き
て
い
な
い
背
景
が
あ

る
。
狭
隘
道
路
を
改
修

し
た
り
、
家
の
建
て
替

え
を
促
進
し
た
り
す
る

こ
と
で
優
良
な
住
環

境
、
住
宅
地
の
確
保
が

必
要
に
な
る
。

―

バ
リ
ア
フ
リ
ー

構
想
も

現
在
、
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
の

道
路
と
公
共
施
設
、
商
業
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
計
画
を
山
口
市
で
策
定

し
て
お
り
、
事
業
実
施
は
平
成
29
年
度

以
降
に
な
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
と

い
う
と
商
業
の
こ
と
に
特
化
し
た
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
際
の
活
性
化
は
、

全
部
を
含
め
て
ま
ち
が
持
続
発
展
す
る

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

―

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
や

取
り
組
み

初
期
段
階
か
ら
重
要
度
の
高
い
業
務

と
し
て
、
空
き
店
舗
対
策
が
あ
り
、
仕

組
み
づ
く
り
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は

出
店
希
望
者
が
い
た
際
に
、
対
応
を
タ

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
元
化
し
て
引

き
受
け
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
出
店

希
望
者
と
面
談
の
上
で
店
舗
の
業
種
、

広
さ
、
経
済
条
件
な
ど
を
聞
い
て
、
絞

り
込
ん
だ
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
情

報
が
一
元
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
最

短
距
離
で
出
店
に
つ
な
が
り
、
開
店
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
る
。

―

空
き
店
舗
対
策
の
考
え

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
や
商
圏
の
環
境
が

変
わ
れ
ば
、
商
店
街
も
変
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
維
持
は
難
し
い
。
最
近
の
消

費
は
「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
「
時
間
」

に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
山

口
市
の
中
心
商
店
街
の
店
舗
バ
ラ
ン
ス

は
、
か
つ
て
広
域
な
商
圏
を
持
っ
て
い

た
た
め
、
買
い
回
り
品
や
わ
ざ
わ
ざ
買

い
に
く
る
店
舗
の
構
成
比
が
高
か
っ

た
。
「
こ
と
」
「
時
間
」
を
消
費
す
る

飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
業
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
業
種

の
誘
致
に
重
き
を
置
い
た
。
人
口
減
少

社
会
の
中
で
日
常
性
や
来
街
頻
度
を
高

め
る
こ
と
が
通
行
量
増
や
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
。

―

中
小
機
構
と
の
関
わ
り

毎
月
1
回
の
山
口
市
中
活
協
の
定

中小機構は地域の中心市街地活性化を支援しています
広告

例
会
議
に
、
中
小
機
構
(
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
)
の
専
門

家
(
中
心
市
街
地
サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
)
も
参
加
し
、
事
業
の
進
ち
ょ
く

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
当
然
う
ま
く
い
く
事
ば
か
り
で

な
く
、
停
滞
し
た
り
、
方
向
感
が
変
わ

っ
た
り
す
る
こ
と
が
出
て
く
る
が
、
見

識
の
あ
る
専
門
家
の
意
見
が
聞
け
る
の

で
心
強
い
。

ま
た
、
中
小
機
構
が
年
に
数
回
開

催
す
る
中
活
協
の
全
国
や
中
国
地
域
の

交
流
会
で
は
、
他
地
域
の
事
例
を
知
っ

た
り
、
そ
こ
で
活
動
し
て
い
る
方
と
交

流
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
い
。
国
の
制

度
が
変
わ
っ
た
際
は
、
分
か
り
や
す
い

説
明
で
制
度
の
利
用
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
、
あ
り
が
た
い
。

全
国
を
見
る
と
中
活
協
が
形
骸
化

す
る
地
域
も
あ
る
と
聞
く
が
、
中
小
機

構
の
専
門
家
に
山
口
市
中
活
協
の
会
議

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
あ
る

意
味
で
は
厳
し
く
、
中
活
協
の
機
能
を

ど
う
果
た
し
て
い
く
か
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
る
。

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
以
外

に
も
、
事
業
の
組
み
立
て
に
つ
い
て
の

中
小
機
構
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る

の
で
、
新
た
な
案
件
が
出
て
き
た
際

は
、
事
業
と
し
て
組
み
立
て
る
た
め
に

密
度
の
濃
い
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
た

い
。

―

今
後
は

目
標
は
商
業
の
活
性
化
、
ま
ち
が
に

ぎ
や
か
に
な
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
近

づ
く
手
段
は
一
つ
で
は
な
く
複
合
的
。

官
民
連
携
の
場
で
あ
る
中
活
協
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
、
今
後
も
官

民
の
連
携
を
密
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
認
識
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

毎年4月に発行する広報誌「くるーニャッ！やまぐち」
市内全世帯に配り、関心を集めている。

中心市街地センターまちづくり支援関連情報 ⇒

　国による中心市街地活性化法の認定を受け、コンパクトでにぎわいあふれるまちづくりを目指して、各地で中心市街地の活性化に向
けた取り組みが推進されており、まちづくり会社や商工会議所など、多様な民間主体によって組織される中心市街地活性化協議会が、
商業活性化の推進など、まちづくりに関するコーディネートの役割を担っています。
　中小機構は、中心市街地活性化協議会などに対する情報提供、専門家の派遣、セミナーの開催などの支援を行っています。

山
口
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

（
山
口
県
山
口
市
）

中心市街地活性化本部
（本部長：内閣総理大臣、構成員：全ての閣僚）

基本計画

中心市街地活性化法のスキーム

商工会議所・
商工会等

商店街

まちづくり会社等

その他関係機関

閣議決定

協議会の
意見を聞く

基本計画
への意見

基本方針
申請 認定

中心市街地活性化協議会
中
小
機
構

情
報
提
供

専
門
家
派
遣

セ
ミ
ナ
ー
開
催
等

市町村が
作成

　

歴
史
と
自
然
、
文
化
の
薫
る
山
口
市
の
中
心
市
街
地
が
、
に
ぎ
や
か
だ
。
多
く

の
地
方
都
市
と
同
様
に
吸
引
力
を
失
い
か
け
て
い
た
が
、
独
自
の
空
き
店
舗
対
策

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
市
民
向
け
の
積
極
的
な
広
報
や
借
上
型
市
営
住
宅
と
再
開
発

ビ
ル
の
整
備
な
ど
で
往
時
の
勢
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
山
口
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
（
山
口
市
中
活
協
）
。
第
１
、
２
期
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
周
囲
と
の
連
携
を
深
め
て
定
住
人
口
増
や
に
ぎ
わ
い

創
出
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
山
口
市
中
活
協
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
官
民
連
携
や
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
、
広
報
誌
発
刊
な
ど
に
取
り
組
む
有
田
實

さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

百貨店でマーチャンダイジング部門を長く経験し、
その後、百貨店業態以外の新規事業計画の立案、実
施を行う。平成２３年に山口市中心市街地活性化協
議会のタウンマネージャーに就任し、現在に至る。平
成２６年から中小機構の中心市街地商業活性化アド
バイザーにも就いている。６４歳。　

ありた

有田 みのる實氏

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み


